
令和５年度 社会福祉法人あぶくま福祉会 

就労継続支援Ｂ型事業所 ほどはら授産所事業報告 

 

１．概  要 

  当法人の経営方針及び当施設の事業計画に基づき、日中活動の支援の場として社会参

加を促し、自立を目指し就労継続支援の事業体系に即し、就労支援を通して豊かな人間

育成の醸成に努めてきた。 

今年度は５月に新型コロナ感染症分類が２類から５類に引き下げられ、規制や感染対

策が緩やかになり、景気も上向きとなったことから、授産事業収入額がコロナ禍前並み

に戻った。年間を通して作業内容の効率化と生産活動にかかる材料費や経費支出を抑制

し、利用者の工賃向上を図った。 

 

２．利用者の状況（令和６年３月３１日現在）  定員３０名  実人員３６名 

 

 

３．職員の状況 

   所長１名、次長兼サービス管理責任者１名、主任１名、  

職業指導員７名（正職員（目標工賃達成指導員）１名 兼務正職員２名、パート１

名、シルバー３名）、生活支援員１名（兼務）、事務員１名（兼務）、嘱託医１名 

 

４．主な事業の実施状況 

 

（１）就労支援活動の状況 

   段ボール加工 農耕園芸 手工芸 リサイクルの４職種に分け、利用者の特性に応

じた作業班を編成した。作業種目については地域の産業との結びつきを重視し、段ボ

ール仕切り組み、旅館宿泊客配布用タオル封入作業、フルーツキャップ畳み作業、弱

電機器の分解・分別、介護用電動ベッド・車椅子の洗浄作業を行った。 

自主生産品としては、花卉園芸(花苗)の栽培及び販売やトイレットペーパー包装品、

刺し子布巾の販売に取り組んだ。 

毎月１回土曜利用日を設け、土曜日の就労支援も行った。利用者の送迎は、施設利

用の利便性向上を図るため、西回り方面と東回り北部方面を対象にワゴン車による個

別送迎を行い、令和５年１０月西回りルートを拡大した。（東回り東南部はマイクロバ

スによる送迎を継続） 

 

年齢/性別 男 女 合 計 

２０歳未満 １名 １名 ２名 

２０歳代 ６名 １名 ７名 

３０歳代 ４名  ４名 

４０歳代 ４名 ５名 ９名 

５０歳代 ３名 ７名 １０名 

６０歳以上 ２名 ２名 ４名 

合 計 ２０名 １６名 ３６名 

平均年齢 38.9 歳 50.3 歳 43.9 歳 

市町村 男 女 合計 

伊達市 １４名 ８名 ２２名 

桑折町 １名 ５名  ６名 

国見町 １名 ２名 ３名 

福島市 ３名 １名 ４名 

本宮市 １名  １名 

合 計 ２０名 １６名 ３６名 



（２）利用者の利用状況 （利用者３７６名） 

利用日数      ２５１日.    （前年度     ２４７日） 

    平均利用日数  ２３４．９日   （前年度  ２２３．８日） 

    利用率      ９３．６％    （前年度   ９０．６％） 

  

（３）利用者工賃の配分状況 

総    額      ６，８１２，３４０円（前年度 ６，８４１，５９０円） 

    年間平均支給額 一人平均  １９４，６３８円（前年度   １９２，８２０円） 

月平均支給額         １６，２１９円（前年度    １５，９８５円） 

 

（４）健康及び安全対策 

   利用者の健康診断を実施し、自己の健康管理と健康生活への関心を高めた。日常の

健康管理は、毎週１回の衛生検査と週２回「みんなの体操」を実施し、日頃の手洗い、

うがいの励行により各種感染症の集団感染の予防に努めた。（新型コロナ対策別掲） 

利用者へ給食提供を行い、バランスの取れた献立編成で栄養を摂取し、食育の面か

ら利用者の健康維持に努めた。給食費は、社会福祉充実計画の実施により無償とした。 

就労安全対策については、作業環境の整備、全体清掃、安全点検を実施し、施設内

外の安全管理に努めた。また日頃起こりうる災害に備え、月１回火災や地震、水害を

想定した避難訓練を行い、消防署への火災通報訓練を年２回実施した。 

 

（５）新型コロナ感染症予防対策 

感染症分類が５類移行後も従来通り感染防止対策を継続し、利用者、保護者、職員

に、毎日の検温、手洗い、消毒、うがい、マスク着用等をお願いした。 

利用者へのワクチン接種については、伊達市の施設巡回接種を奨励し、６月と１２

月に実施した。 

 

（６）施設管理 

施設管理に関し、施設・備品の大きな修繕箇所はなかった。かねてから更新を予定

していた授産品運搬用２トントラックを購入した。 

 

（７）職員研修 

県、県社協等主催の職務階層別研修並や各種福祉業務研修会が一部対面で行われる

ようになり、職員が研修を受講した。そのほかオンラインによる研修受講も行った。

施設内研修として、人権擁護虐待防止身体拘束防止研修会を開催し、職員の資質向上

に努めた。 

 

（８）公益的な取り組み 

中瀬町町内会に加入し地域住民との交流をもち、公益的な取り組みとして町内会活

動に参加した。 

 

 

 

 

 



５．令和５年度に行った主な行事・事業等 

 

 

６．協力事業所（６事業所） 

   王子コンテナー株式会社 株式会社同仁社 株式会社荒商 日野金属産業株式会社 

吉川紙業株式会社 内田加工株式会社 

 

７．各事業種目別売上状況（令和５年度決算額） 

    段ボール加工  ２，５７１，３３２円  （前年度 ２，６９０，２３１円） 

    農耕園芸    ７，８１２，６７７円  （前年度 ６，６４２，４４４円） 

    手工芸       ９４９，８８９円  （前年度   ７１６，３０８円） 

    リサイクル   １，２９０，２４７円  （前年度 １，２２３，００６円） 

     合  計  １２，６２４，１４５円  （前年度１１，２７１，９８９円） 

※参考（前々年度１３，５１５，３３３円） 

月 行          事 

４月 
３日辞令交付式 １４日春の遠足（中止）の代替行事室内お花見会 

２０日ＪＡふくしま未来様からイチゴご寄付受納  

５月 １３日保護者会総会 

６月 
１６日保護者会玉ねぎ収穫後の選別作業 １９日令和５年春のコロナワ

クチン集団接種 ２６日から７月１日初夏のほどはら花市ウィーク    

７月 

１０日～２６日三者面談 １３日ＪＡふくしま未来伊達地区モモ生産部

会様から桃ご寄付受納 ２１日法人創立記念日 創立３４周年記念ジェ

ラートのつどい  

８月 

２日ＪＡふくしま未来伊達地区完熟桃ご寄付受納 ２日から４日伊達市

社協サマーショートボランティア受け入れ １０日大掃除 １３～１６

日夏季休業 ３１日両施設合同保護者会役員会  

９月 ２９日お月見会・上半期慰労のつどい 

１０月 
２日利用者健康診断 １１日両施設合同避難訓練 ２７日十三夜お月見

会 

１１月 
１３日～１８日秋のほどはら花市ウィーク ２４日人権擁護虐待・身体

拘束防止研修 

１２月 ２日令和５年秋のコロナワクチン集団接種 ２２日クリスマス会 ２８

日仕事納めの式 12/29～１/３年末年始休業 

１月 ４日仕事始めの式 １３日新年と新二十歳利用者を祝う会  

２月 ２日節分の豆まき すし竹様から寿司ご寄付受納 ８日手工芸班針供養 

３月 
１日ひな祭り １１日新規利用者入所式 ２１日内科健診 ２９日年度

末反省会・皆勤者表彰（該当者５名） 棚卸し 

毎月 

工賃支給日（毎月８日、休日の場合直前の利用日）、土曜利用日、避難訓

練（火災６回 地震５回 水害１回）、ほどはら通信発行（年間１２号発

行）、職員会議、誕生会（5・7・8・10・12・3 月）、ホームページ更新 

毎日 朝の会、給食提供、帰りの会、送迎バス・ワゴン車運行 


